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空機モニタリングは、対地高度約 300 m 上空で、











して、平成 24 年 4 月 30 日、6 月 3 日、8月 26 日、










省, 2012）によると、調査地域の 134Cs と 137Cs の沈
着量は 100-300 KBq/m2、空間放射線量は 0.2-0.5 
μSV/h である（図 2の P1－4）。 





した。谷Ⅰ、Ⅱの合流部の標高は 250 m で最も標
高の高い A地点の標高は 330 m である。谷では厚
い真砂の土壌が存在するが、尾根の土壌は固く真 
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離で約 560 mの空間放射線量を測定した。地表 1 m
の高さの空間放射線量を約 10～30 m 間隔で測定 
を行った。線量計は株式会社テクノエーピー社の 
図３ 森林内の空間線量（地上 1 m） 






線量を図 3 に示す。谷Ⅰと谷Ⅱの線量は 0.3～0.6 





ことが確認できた。2012 年 4月 30 日から 2013 年
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深さ 5 cm ごとに、ステンレス製の採土器を用いて、
それぞれ 45 cm、20 cm、15 cm の深さまでの土壌
試料を採取した。また、線量計(TC100S)を用いて
地上高 0 m と 1 m の線量を測定した。採取した土
壌試料を電気炉で 100 ℃で 12 時間乾燥後、30 メ
ッシュのステンレス製の篩を用いて細かい土壌粒
子を篩い分け、試料を U-9 容器（φ50 mm×30 mm）
に入れ、琉球大学機器分析支援センターの Ge 半導
体検出器（CANBERRA BE2825 相対効率 15%）で
土壌中の 134Cs と 137Cs の分析を行った。 
表 1 に、P1～P3 における土壌の深度ごとの 134Cs
と 137Cs の濃度を示す。いずれの調査地において
も、深度 0～5 cm で放射性セシウムの濃度が最も
高く、10,000 Bq/kgを超えていることが分かった。
深度 5 cm 以深では、急激に放射性セシウムの濃度
は低下するが、P1 では深度 40 cm 以深においても
134
Cs と 137Cs が検出された。 

























 深さ  (cm) 134Cs(Bq/kg) ①  137Cs(Bq/kg) ②  134,137Cs(Bq/kg)  ②÷①  ②－2×①  
P1 
0-5 3,640   7,130   10,770   1.96 － 
5-10 430   860   1,290   2.00 － 
10-15 177   350   527   1.98 － 
15-20 55   122   177   2.22 12 
20-25 28   69   97   2.50 11 
25-30 19   45   64   2.40 7 
30-35 1.7 8.7 10.4 5.11 5.3 
35-40 6.2 18   24.2 2.90 5.6 
40-45 1.2 6.3  7.5 5.30 3.5 
P2 
0-5 4,230   8,540   12,770   2.02 － 
5-10 310   690   1,000   2.22 70 
10-15 23   56   79   2.43 10 
15-20 13   40   53   3.11 14 
P3 
0-5 6,500   13,000   19,500   2.00 － 
5-10 57   141   198   2.55 27 
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表 2 P1－P3 における空間線量 
地表 0 m と 1 m における線量を比較すると（表






ては、地表 1 m では 0 m に比べて直下の地表から
受ける線量は減少しても、斜面から受ける放射線

















（表 1 の②）は、検出された 134Cs の 2 倍程度であ
ると考えられる。各調査地点では深い場所ほど今
回検出された 137Csは 134Csの 2倍よりも大きく（②
÷①）、この超過分は 1960 年代の核実験由来のも
のであると考えられる。検出された 137Cs の濃度か
ら 134Cs の濃度の 2 倍を乗じた値を差し引くと（②
－2×①）、核実験由来の 137Cs を求めることができ
る（表１）。例えば、P1 地点の深さ 35-40 cm の土
壌中の 134Cs と 137Cs は、それぞれ 6.2 Bq/kg、18.0 
Bq/kg であるので核実験由来の 137Cs は 5.6 Bq/kg
と算出できる。P1～P3 における地表から 15 cm 以

















 地上 0 m の線量(μSV/h) 地上 1 m の線量(μSV/h) 
P1 0.463 0.487 
P2 0.446 0.466 
P3 0.448 0.325 
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平成 24 年 11月 13 日に、阿武隈川と摺上川が合
流する福島県伊達市伊達町の阿武隈川（P5：伊達
市伊達町）と、阿武隈川の支流である広瀬川（P6：
同市霊山町）にて地上 1 m の空間放射線量の測定
を行った（図 5）。P5、P6 地点ともに、航空機モニ
タリングの調査によると、134Cs と 137Cs の沈着量
は 100-300 KBq/m2、空間放射線量は 0.5-1.0 μSV/h
である（図 2）。両河川ともに、土手から河原にか






均的な空間線量は 0.3〜0.5 μSv/h 程度であり、草
が茂っている土手も同程度の線量が測定されたが、
河原の大部分の線量は 0.06〜0.12 μSv/h と、土手
より低いことがわかった。特に河川礫が広がる河
川の中州の線量は 0.1 μSv/h 以下の場所が広く分 
図 6 河川の地上 1 m の空間線量 





な空間線量は 0.6〜0.7 μSv/h と比較的高いが、河
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図 8 開発した鉛の遮蔽容器 
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0.003 μSv/h を示し、約 95%の放射線を遮蔽できる
ことが分かった。放射性セシウムが沈着していな
い真砂をプラスチック容器に入れて計測した場合、
線量は 0.012 μSv/h であり、この線量を示す試料を
134


































究（Dushenkov et al., 1997）を紹介した寒地土木研
究所の資料（田本, 2007）の読者の多くが、ヒマワ
リは土壌中のセシウムを除去できると誤読したか





深さ(cm) 線量(μSV/h) 推定される 134Cs＋137Cs (Bq/kg) 
0~5 0.037 7000~8000 
5~10 0.012 ~1000 
10~15 0.014 ~1000 
15~20 0.013 ~1000 
20~25 0.013 ~1000 
25~30 0.011 ~1000 
30~35 0.010 ~1000 
35~40 0.012 ~1000 





図 9 土壌中の放射性セシウムの濃度と 
    遮蔽容器内における線量の関係 
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放射性セシウムが沈着している表土 5 cm を剥離
し、剥離した土壌を集めて立てた畝（1×2 m）2
畝にそれぞれマルチを張り、ヒマワリの種子（ハ
イブリッドサンフラワー）を 2012 年 4 月 29 日に
播種した。畝の土壌の放射性セシウムの濃度（134Cs
＋137Cs）は 1,608 Bq/kg である。2 つの畝の一方に












で 12 時間乾燥させた後、電気炉で 400 ℃で 10 分
間加熱し、灰化させた。灰化させた試料を U-9 容
器（Φ50 mm×30 mm）に入れ，琉球大学機器分析
支援センターの Ge 半導体検出器（CANBERRA 






















 硫安無施肥区  硫安施肥区 
生体重(g)  A 342.5 769.7 
A の灰化試料(g)  B 23.8 36.4 
濃縮率   C(=A/B) 14.4 21.1 
灰中の 134Cs  (Bq/kg) 143  204  
灰中の 137Cs  (Bq/kg) 280  410  
灰中の 137Cs+137Cs (Bq/kg)  D 423  614  
生体中の 137Cs+137Cs (Bq/kg)  D/C 29.4 29.0 
 
表 4 ヒマワリ中の放射性セシウムの濃度 
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